	単位操作-109
	スチームラインのサービスイン
	作成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	(2)　系を活かす時にトラップ等へ塵等の進入を防止するため、バルブ④を閉めておく。

(5) メインヘッダー等重要なラインについては事前にスチーム主管課へ連絡する。

(5) 操作中、ヘッダー圧力の変動に注意する。
(5) ウォーターハンマーに気を付け暖機は十分に行う。
(7) 昇圧にあわせてドレン弁③の開度を調整する。
(10) コンデンセイトの汚れ、異物等を確認すること。
(11) 温度変化に伴うラインの伸びに注意すること。（パイプシューの点検等を行う。）

	




































































ドレンバルブ③からスチームが出たことを確認する





終了





サービスインした配管の圧力上昇を待つ





(8)





(7)





(6)





スチームが流れることを確認する





(5)





仕切バルブ①を少し開ける





(4)





仕切バルブ①の上流側をスチームトラップバイパスにて完全にドレンアウトする





(3)





計器類をサービスインする





(2)





サービスインする配管のドレンバルブ③を開け、バルブ④を閉める
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バルブ②の閉を確認する





開始































































































































































































仕切バルブ①前後の圧力がバランスしたことを確認する





(9)





バルブ④を開け、スチームトラップをサービスインし、ドレンバルブ③を閉める





(10)





スチーム洩れ、トラップの作動等異常のないことを確認する





(11)





仕切バルブ①を全開にする
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ドレンバルブ





スチームトラップバイパス





スチームライン
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スチームトラップ





スチームトラップ








